
＜約100年前に建てられた銀行＞

＜人力車が走る蔵造りの通り＞ ＜観光客で賑わう菓子屋横町＞

＜今は懐かしい

ボンネットバス＞ ＜まちなみに合わせた看板＞

＜蔵造りが建ち並ぶ一番街通り＞

＜学習の拠点｢川越市立博物館｣＞

＜川越のシンボル｢時の鐘｣＞

＜児童用学習カード＞
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＜ 川越市立博物館で提供できる学習支援 ＞

川越市立博物館では、県内小学校中学年の社会科で学習する「県内の特色ある地域」の事例地

として「川越」を取り上げた学校や、総合的な学習の時間の学習として川越の歴史や特色等を調

べる学習計画を設定している小中学校に対し、次のような学習支援を積極的に行っています。

１ 解説を付けた博物館見学

解説を付□博物館の展示資料を使って、まちなみの歴史的背景や蔵造りの特徴などについて、

わかりやすい説明をします。けながら

□校外学習のスタートとして博物館を活用することにより、大きな学習効果が得られます。

２ 校外学習用カードの配布

□博物館で作成した「校外学習向け学習カード」を します。児童数分配布

□Ｐ３のモデルコースでの見学に対応した内容となっています。

３ 蔵造り資料館解説資料の配布

□資料館見学の際、先生方が児童へ解説することのできる します。「教員向け資料」を配布

４ 教材研究のための相談窓口

□資料収集や取材先の紹介等、 を受け付けています。先生方が教材研究をするための相談

＜ 社会科見学として実際に川越を訪れることによる学習効果 ＞
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学習内容に即した展示資料

リアリティのある模型

大画面による迫力の映像

印象が残り、理解の定着が図れる

建造物や具体物の直接観察・調査

視覚を通して理解を深められる

実物の大きさを体感できる

細部まで観察・調査できることによ
り、追究意欲が向上される

まちなみを保護活用している人々の
努力や工夫をより感じられる

まち全体の空間の中での対象物の見学

まちの人たちの働く姿

多くの観光客
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駐車場・トイレ・ミニ公園等の施設

まちづくりの取り組みが観光産業の
発展につながる様子が理解できる

解説員によるわかりやすい説明
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※Ｐ３参照＜ 各見学先での主な学習活動・学習内容 ＞

１ 川越市立博物館の見学（解説付き）

※挨拶････５分＜ねらい＞ ＜活動： ＞50分

○城下町川越の歴史を概観する。 「川越城下町模型」の見学･･････15分

○蔵造りが建てられるようになった理由を知る。 ｢ ｣｢ ｣の見学････15分川越大火 蔵造りの街並み復元模型

○蔵造りの建物の構造や建て方について知る。 「蔵造り模型」の見学･･････････15分

◆学習カードを用いた「グループ学習」も可能です。

・博物館常設展示資料を通して、川越の歴史を大まかに調べることができます。

２ 蔵造りのまちなみフィールドワーク

＜ねらい＞

○蔵造りの景観を生かしたまちなみの様子や、生かすための工夫について調べる。

＜活動例： ＞60分

①蔵造りの景観を生かすためのまちなみづくりの事例調査

□博物館で配布した学習カードを活用することにより、まちなみの景観を整えている具体的な事

例について調べることができます。

②蔵造り資料館の見学

□博物館で紹介された「蔵造り」の実物を見学し、本物を体感することができます。

□博物館提供の「学習カード」を活用することにより、蔵造りの特徴等を楽しく調べることがで

きます。

※①②の両方の活動を60分間で実施することも可能です。

＜ 川越市立博物館・蔵造り資料館・本丸御殿を見学するための手続き ＞

川越市立博物館等を学校で利用する場合、おおまかに次のような流れになります。

①博物館職員との事前打合せ → ②授業入館利用申込書(申請書)の提出 → ③見学

この流れを時系列でまとめると、次のような手順となります。

打合せ日時が決まったら＜手順①＞ 事前打合せ日時の予約････････････････････････････

□博物館へ電話し、事前打合せの日時を決める。

□見学日の予約は、電話では受け付けません。事前打合せの際に、見学日が予約

できるので、見学日が確定している場合は、早めの打合せが必要です。

見学１ヶ月前までに実施＜手順②＞ 事前打合せの実施････････････････････････････････

□教育普及担当職員と学校職員とで、博物館で行います。

□打合せの内容

・施設利用に関する約束の確認 ・各種資料の説明及び配布

・見学に関する質問や要望等の相談 ・博物館、資料館等各施設の見学

見学実施１週間前必着＜手順③＞ 「授業入館利用申込書」の提出････････････････････

□本来、小中学生は無料で利用できますが、学校で利用する場合には、申請書を

提出していただきます。

□申請書は打合せ時に配布しますが、博物館ＨＰから印刷することもできます。

□学校の公印が必要なので、郵送での提出になります。(実施１週間前必着)

＜手順④＞ 見学当日

□事前打合せに則った見学



- 3 -

＜資料：モデルコース案内＞


